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第
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
」
に
、「
な
い
の

に
」
を
「
な
く
」
に
、「
採
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
三
項
第
三
号
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
加
え
、

同
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
第
一
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
は
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保

の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
」

を
加
え
、「
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
う
。）」
を「（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
」
と
い
う
。）の
確

保
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
四
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
同

項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
次
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号

と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、

同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
（
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
に
お
い
て
提
供
す
る
患
者
の
病
状
に
応
じ
た
医
療

の
内
容
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す
る

情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

第
五
章
第
一
節
中
第
三
十
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
三
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る

た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
機
能

報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規

定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
事
業
」
の
下
に
「
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
」
を

加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と

し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
七
号
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師

そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項

第
三
十
条
の
四
第
三
項
第
一
号
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
一
号

中
「
掲
げ
る
医
療
」
の
下
に
「
若
し
く
は
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
」
を
加
え
、
同
項
第
四
号
中
「
医
師
、歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
号
」
を
「
第
二
項
第
十
号
及

び
第
十
一
号
」
に
、「
同
項
第
十
一
号
」
を
「
同
項
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
中

「
第
二
項
第
十
一
号
」
を
「
第
二
項
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
五
中
「
医
療
機
能
」
を
「
医
療
提
供
施
設
の
機
能
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
六
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
六

都
道
府
県
は
、
三
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
次
の
各
号
に
掲

げ
る
事
項
の
う
ち
同
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て

「
居
宅
等
医
療
等
事
項
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
三
十
条
の
四
第
二
項
各
号
（
第
六
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
事
項

二

医
療
計
画
に
第
三
十
条
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ

る
事
項

２

都
道
府
県
は
、
六
年
ご
と
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
居
宅
等
医
療
等
事
項
を
除
く
。）に
つ
い
て
、
調
査
、

分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
条
の
七
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

医
療
提
供
施
設
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
開
設
者
及
び
管
理
者
は
、
前
項
の
必
要
な
協
力
を
す
る
に

際
し
て
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、
他
の
医
療
提
供
施
設
と
の
業
務
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院

病
床
の
機
能
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
に
協
力
し
、
地
域
に

お
い
て
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ
と
。

二

病
床
を
有
す
る
診
療
所

そ
の
提
供
す
る
医
療
の
内
容
に
応
じ
、
患
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
医
療
の
提
供
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
。

イ

病
院
を
退
院
す
る
患
者
が
居
宅
等
に
お
け
る
療
養
生
活
に
円
滑
に
移
行
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
。

ロ

居
宅
等
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。

ハ

患
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
そ
の
他
入
院
が
必
要
な
場
合
に
入
院
さ
せ
、
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
。

第
三
十
条
の
十
第
一
項
中
「
整
備
」
の
下
に
「
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
」
を
加

え
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
」
を
「
地
域
医
療
対
策
」

に
改
め
、「
実
施
に
」
の
下
に
「
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き

は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
」
を
加
え
る
。

第
五
章
中
第
四
節
を
第
五
節
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
三
中
「
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
」
を
「
第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
各
号

（
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
者
及
び
」
に
、「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
」
を
「
地
域

医
療
対
策
」
に
改
め
、「
協
力
す
る
よ
う
」
の
下
に
「
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を

要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
す
る
よ
う
」
を
加
え
、
第
五
章
第
三
節
中
同

条
を
第
三
十
条
の
二
十
一
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
施
策
（
以
下
「
地
域
医
療
対
策
」
と

い
う
。）を
踏
ま
え
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他

の
関
係
者
に
対
し
、
医
師
の
派
遣
、
研
修
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
医
師
が
不
足
し
て
い
る
地
域
の
病
院
又
は
診
療

所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
に
関
し
必
要
な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
九

都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
対
策
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る

た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
の
動
向
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に

関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
。

二

病
院
及
び
診
療
所
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
医
師
の
確
保
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

三

就
業
を
希
望
す
る
医
師
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の

医
学
部
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
就
業
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

四

医
師
に
対
し
、
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
技
能
に
関
す
る
研
修
そ
の
他
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
医
師
に
つ
い
て
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

四
十
一
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
又
は
医

業
に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十

年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

書
を
提
出
し
て
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
及
び
前
項
に
規
定
す
る
事
務
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
地
域

医
療
支
援
事
務
」
と
い
う
。）の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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